
 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

岩手県職労では、来たる８月18日告示・25日投開

票の盛岡市議会議員選挙に、新たに「野中 やすし」

（55歳・新人・社民党公認）さんを擁立します。 

1982年に県職員となり、環境衛生、保健所分野など

の業務を担いながら、県職労書記長、副委員長を歴

任しました。その後、2011年３月に県職員を退職し、

自治労岩手県本部書記長に就任し（2015 年 11 月に県本

部執行委員長に就任）、先頭に立って活躍してきました。 

 

盛岡市議会議員に立候補し、「生活

者・働く人の笑顔が輝く街・もりおか」

をめざし、組合員の皆さんをはじめ、

地域の皆さんの力強い支持を受けて

全力を挙げる決意です。 

野中さん

の政治の場

での活躍に

向けて、県職

労は全力を

挙げます。組

合員はもと

より、御家族

の御支持を

お願いしま

す。 
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員候補「野中靖志」

さんへの絶大な御

支持をお願いしま

す。 
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県職労では、８月 30 日告示・９月８日投開票の岩手県議会議員選挙において、上記

の皆さんの推薦を決定しました。そのうち、小西和子さん（盛岡）、木村幸弘さん（花

巻）、佐藤ケイ子さん（北上）、千葉進さん（一関）は現職県議で、当選以来、県職員を

取り巻く職場の課題を熱心に確認しな

がら、県議会の場で勢力的に意見反映を

してきました（直近は右図）。 

佐々木ゆみこさん（奥州）は、岩教組

出身の新人候補者です。これまでの組合

活動の経験を活かし、県議会での活躍が

期待されます。 

県民サービスがしっかり提供できる

ためにも、県職員の人員確保や働き方改

革をはじめ、県職員を取り巻く環境改善

の必要性を県政に反映していく決意で

す。皆さんの御支持をお願いします。 

 

 

 

 ７月投開票予定の参議院議員選挙は、憲法に自衛隊を明記する改憲を阻止し、平和憲

法の理念を暮らしに活かす政治に取り戻す重要な選挙といえます。改憲のほか、安倍政

権下での「アベノミクス」をはじめとした経済政策の結果、格差と貧困が拡大する一方

で実質賃金が低迷を続けており、働く方・生活者の視点での政治こそ求められます。 

県職労では、比例区（全国）には「吉田 ただとも」さん（社民党公認・前参議院議

員・前党首）を推薦しています。 

 働く者や生活者に根ざした政治の実現のため、皆さんの御支持をお願いします。 

【2018年９月県議会】（一般質問） 

○県職員の人材確保に向けて 

○専門職種の処遇改善について 

○県職員のワークライフバランスの推進について 

【2019年２月定例会】（一般質問ほか） 

○育休代替職員の確保策について 

○超過勤務縮減の取り組みについて 

○将来の県職員の定数配置について 

○若年層の離職対策について 

⇒県政への反映の結果、2019年度からの定数等管理計画

において人員増と育休代替職員の定数措置が実現。 


